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●市町村合併アンケート集計結果
●第 41回産業祭・第33回文化祭開催

（浜井川集会所付近）
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『合併に関するアンケート』に記入していただいた

合併に対する主な意見等をご紹介します。
（自由意見記入総件数622件）

【〝賛成〟を選択した方の意見から】

○問題点は山積みで、この先市町村が生き残っていく
のはとても大変だと思います。15 年間は良くても
その先はどうするのですか、子供達の時代になって
それを負わせるより、今の自分達が努力して良くな
るのでしたら今回の合併に賛成です。（40 代・女性）

○合併に関しての疑問点というよりも、これまでの他
町の町政の問題点が合併の障害となっているように
思えます。しかし、これを協力して解決、改善する
ことが新体制を一体とする上でも大切なのではない
でしょうか。　　　　　　　　　　　（40 代・男性）

○当面しばらくはデメリットが多くても、将来の子孫
のためにできるかぎり各町の調整を行って小異を乗
りこえ、地域全体が発展することを期待し、合併す
ることが望ましいと考えます。　（70 歳以上・男性）

【〝反対〟を選択した方の意見から】

◆井川町、五城目町、八郎潟町との三町合併では、本
来の合併の効果が余り出ないように思います。少な
くても 5 町以上が合併して（人口３万人以上）ほし
いと思います。 （50 代・男性）

◆井川町は数十年間にわたり町長を始め、行政一丸と
なって住みよい町づくりのため頑張ってきた。合併
資料を見て、各町の状況を知り、とても合併は出来
ないと思いました。　　　　　　　　（60 代・男性）

◆問題点が多すぎる。本所が井川町であれば余地があ
る。どの町も良いところ悪いところを洗いざらい出
し合うまで合併は早い。したがって今回は反対です。

（70 歳以上・男性）

【〝問題解決してから合併すべき〟を選択した方の意見】

□将来の為にきっちり問題点を解決して、三町の子供
達の未来の為に合併するべきです。　（30 代・女性）

□今、急いで合併する理由がみつからないような気が
する。合併特例債も魅力に欠ける。　（40 代・男性）

□３町の債務を明確にして旧町の負担責任を町民に周
知させること。決して無理な合併は止めること。合
併は未来を明るく楽しい町を作るための時勢と思い
ます。　　　　　　　　　　　　　　（50 代・男性）

□合併資料を見た限りでは、３町間の現在の状況では
合併は無理があるように思います。しかし、政府の
政治方針が 20 年先まで変わらないはずもないと思
います。そうした場合、合併しない町村に対しては
交付金や補助金等に格差が出てくる可能性はないの
でしょうか。若者が流出し、高齢者だけの井川町に
なってしまうのではないでしょうか。（50 代・女性）

合
併
に
つ
い
て
の
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
は
今
回
も
賛
否

い
ず
れ
も
単
独
で
は
過
半
数
に

達
し
な
か
っ
た
。
前
回
調
査
（
昨

年
10
月
）
と
比
較
す
れ
ば
、
賛

成
が
47
・
８
㌫
か
ら
26
㌫
と
大
幅

に
減
じ
、
反
対
が
19
・
３
㌫
か
ら

39
・
３
㌫
と
増
加
し
た
。
一
方
、

来
年
３
月
の
合
併
申
請
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
問
題
点
を
解
決
し
て
か

ら
が
33
・
７
㌫
を
占
め
た
。
こ
れ

は
将
来
の
合
併
の
必
要
性
は
認
め

つ
つ
も
、
今
回
の
合
併
に
は
賛
成

と
は
い
か
な
い
も
の
と
判
断
し
た

と
受
け
止
め
て
い
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
町
民
の
合
併
へ
の
合
意
形

成
は
未
だ
至
っ
て
い
な
い
、
と
考

え
ざ
る
を
得
な
い
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
的
に
は
12
月
議
会
で
合
併
す
る

か
否
か
の
方
向
性
を
明
確
に
し
た

い
。合

併
協
で
合
意
に
至
っ
て
い
な

い
の
は
新
町
建
設
計
画
。
町
づ
く

り
構
想
と
財
政
計
画
、
基
本
的
な

建
設
事
業
が
セ
ッ
ト
で
、
い
わ
ば

新
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
。
本
庁
や
支
所

の
あ
り
方
を
含
め
た
行
政
機
構
や

財
産
の
引
き
継
ぎ
な
ど
主
要
部
分

だ
。
こ
れ
ま
で
問
題
と
し
て
議
論

さ
れ
て
い
る
の
は
正
職
員
が
同
一

規
模
の
団
体
と
比
べ
100
人
多
い
こ

と
。
過
剰
分
の
人
件
費
が
39
億
円

余
に
の
ぼ
り
、
今
回
の
合
併
優

遇
策
で
あ
る
合
併
特
例
債
発
行
額

に
匹
敵
す
る
。
施
設
の
統
廃
合
や

臨
時
職
員
の
整
理
が
必
要
で
は
あ

る
が
、
こ
の
点
で
折
り
合
い
が
つ

い
て
い
な
い
。
合
併
後
に
定
員
適

正
化
計
画
を
作
る
と
い
う
提
案
だ

が
、
効
率
的
な
行
政
に
な
る
の
か

ど
う
か
？
合
併
の
た
め
臨
時
職
員

を
一
挙
に
解
雇
す
る
こ
と
が
妥
当

な
の
か
ど
う
か
？

ま
た
、
五
城
目
町
開
発
公
社
は

16
年
度
で
土
地
取
引
は
廃
止
す
る

方
向
だ
が
、
町
の
施
設
管
理
を
担

当
し
て
お
り
、
25
人
前
後
の
職
員

が
残
る
見
込
み
。
100
人
も
正
職
員

が
多
い
の
に
ど
う
か
？　

こ
れ
ま

で
公
社
問
題
に
つ
い
て
論
議
が
集

中
し
て
い
る
が
、
よ
り
重
要
な
の

は
町
づ
く
り
計
画
。
10
月
の
法
定

協
に
や
っ
と
提
案
さ
れ
、
本
格
的

な
議
論
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
事
業
も
各
町
の
積
み
残
し
分

を
寄
せ
集
め
た
感
が
強
く
、
三
町

共
通
の
夢
を
描
く
こ
と
が
欠
け
て

い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
行
政

機
構
案
も
合
併
懇
談
会
発
足
時
か

ら
の
懸
案
だ
っ
た
が
提
示
さ
れ
た

の
は
10
月
と
遅
く
な
っ
た
。
15
年

後
に
支
所
体
制
は
７
人
と
見
込
ま

れ
、
権
限
も
含
め
、
ど
ん
な
仕
事

が
可
能
な
の
か
な
ど
疑
問
も
呈
さ

れ
て
い
る
。

今
後
の
法
定
協
開
催
予
定
は
12

月
24
日
。
あ
と
一
回
で
問
題
を
丸

の
み
し
、
合
併
を
選
択
す
る
の

か
、
そ
れ
と
も
合
併
協
を
離
脱
す

る
か
、
二
者
択
一
の
選
択
の
時
が

来
た
。
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調査の状況

■対 象 者：5,077 人
(11月1日現在18歳以上の町民)

内訳  男 性  2,358 人
女 性  2,719 人

■回答件数：4,683 件
（うち白紙回答 32 件）

■回 答 率：92.2％

１ 賛 成

26.0％

２ 反 対

39.3％

３ 問題点などを
解決してから
合併すべき

33.7％

問１ あなたの性別は

１  男  性 2,130 件（  45.8％）

２  女  性 2,467 件（  53.0％）

無記入 54 件（    1.2％）

計 4,651 件（100.0％）

問２ あなたの年代は

１  １０代 94 件（    2.0％）

２  ２０代 558 件（  12.0％）

３  ３０代 569 件（  12.2％）

４  ４０代 672 件（  14.4％）

５  ５０代 929 件（  20.0％）

６  ６０代 779 件（  16.7％）

７  ７０歳以上 1,028 件（  22.1％）

無記入 22 件（    0.5％）

計 4,651 件（100.0％）

問３ あなたは五城目町・八郎潟町との来年
３月の合併申請について、どのように
お考えですか

１  賛成です 1,209 件（  26.0％）

２  反対です 1,826 件（  39.3％）

３  問題点などを解決してから合併すべき

1,566 件（  33.7％）

無効・無記入 50 件（    1.0％）

計 4,651 件（100.0％）

無記入・無効

1.0％

アンケート集計結果まとまる

11月、18歳以上の町民を対象に行われた『合
併に関する町民アンケート』の集計結果がまとま
りましたので、お知らせします。
このアンケートは10月下旬に開催された合併

座談会で説明してきたとおり、新町の姿を描いた
新町まちづくり計画のほか、比較検討するために
合併できなかった場合の町の状況等をできるかぎ
り明らかにし、町民のみなさんから五城目町・八
郎潟町との３町合併の意向をお聞かせいただいた
ものです。

〝合併に反対〟が約４割

今回のアンケートは設問を三町合併の賛否、も
しくは合併特例債を発行できる来年３月までの
合併申請をすべきか否か、ということの一点に
絞って実施しました。結果は〝合併に賛成〟が
26％、〝合併に反対〟が賛成意見を上回る39.3％、
また先月、町内全戸に配布した合併座談会資料や
広報いかわ11月号でお知らせした合併協議の課
題点等を明らかにした上で、〝来年３月の合併申請
にこだわらず、問題点などを解決してから合併す
べき〟が33.7％との結果になりました。
今回のアンケート調査の結果を受けて、12月定

例議会等で今後の対応を協議していきます。

問３ あなたは五城目町・八郎潟町との来年
３月の合併申請について、どのように
お考えですか

シリーズ特集�シリーズ特集�

市町村合併を考える⑤市町村合併を考える⑤�市町村合併を考える⑤�
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井
川
町
産
業
祭
表
彰
者

◆
秋
田
県
知
事
賞

鎌
田　

研
造
（
小
今
戸
）
野
菜
の
部
・
長
ネ
ギ

鈴
木　

恭
子
（
保
野
子
）
食
品
加
工
・
桜
漬

◆
秋
田
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞

鎌
田　

研
造
（
小
今
戸
）
水
稲
の
部
・
あ
き
た
こ
ま
ち

伊
藤　

和
弘
（
大
野
地
）
果
樹
の
部
・
り
ん
ご

◆
秋
田
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
所
長
賞

佐
藤　

健
治
（
田　

中
）
野
菜
の
部
・
大
根

伊
藤　

澄
子
（
大　

倉
）
食
品
加
工
・
梅
み
そ

◆
優
秀
賞

 

湊 

テ
ル
（
大　

倉
）
食
品
加
工
・

丸
な
す
の
ふ
か
し
漬
け

◆
優
良
賞

草
階　

正
二
（
八　

幡
）
野
菜
の
部
・
ナ
ス

伊
藤　

ミ
ヨ
（
大　

倉
）
果
樹
の
部
・
キ
ウ
イ

鷲
谷
ト
ミ
子
（
横　

岡
）
食
品
加
工
・

古
代
米
と
リ
ン
ゴ
の
羊
か
ん

◆
努
力
賞

渡
部　

正
一
（
小　

泉
）
水
稲
の
部
・
あ
き
た
こ
ま
ち

遠
藤
美
和
子
（
小
今
戸
）
野
菜
の
部
・
長
い
も

石
井
ハ
ル
ヱ
（
八　

幡
）
食
品
加
工
・

サ
ト
イ
モ
の
シ
ソ
漬
け

斎
藤　

金
作
（
赤　

沢
）
そ
の
他
、
雑
穀
・
山
い
も

小
林　

仁
志
（
葹　

田
）
そ
の
他
、
雑
穀
・
小
豆

◆
奨
励
賞

鷲
谷　

鈴
子
（
海
老
沢
）
食
品
加
工
・カ

ボ
チ
ャ
の
寒
天

◆
特
別
賞

鈴
木　

雅
子
（
保
野
子
）
野
菜
の
部
・
サ
ツ
マ
イ
モ

安
田
ア
サ
ヱ
（
寺　

沢
）
果
樹
の
部
・
庄
内
柿

武
塙　

ヱ
ヨ
（
仲　

台
）
食
品
加
工
・
か
ぼ
ち
ゃ
ま
ん

渡
部　

曜
子
（
小　

泉
）
そ
の
他
、
雑
穀
・
大
豆

農
産
物
出
品
数

昨
年
を
大
き
く
下
回
る

今
年
の
産
業
祭
・
文
化
祭
が
十
月

三
十
日
・
三
十
一
日
の
二
日
間
の
日
程

で
、
役
場
庁
舎
お
よ
び
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
、
健
康
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

産
業
祭
部
門
は
役
場
大
会
議
室
に
水

稲
や
野
菜
・
果
物
な
ど
の
農
産
物
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
加
工
食
品
な
ど
が
並
び

ま
し
た
。
産
業
祭
出
品
物
の
審
査
に
あ

た
っ
た
、
秋
田
地
域
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
か
ら
「
今
夏
か
ら
の
三
度
に
わ

た
る
台
風
の
直
撃
に
見
舞
わ
れ
、
農
産

物
の
出
品
点
数
は
昨
年
を
大
き
く
下
回

る
八
十
点
で
し
た
が
、
出
品
さ
れ
た
も

の
は
農
家
の
栽
培
技
術
・
対
応
技
術
の

高
さ
を
十
分
に
示
す
も
の
で
し
た
」
と

審
査
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
会
場
内
で
は
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
暖
房
器
具
や
調
理
器
具
な
ど
の
商

工
展
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
関
心
を

集
め
て
い
ま
し
た
。

文
化
祭
展
示
・
福
祉
展
・
健
康
展

文
化
祭
展
示
部
門
は
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
と
役
場
二
階
会
議
室
等
を
会

場
に
展
示
さ
れ
、
草
木
染
め
や
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
な
ど
の
手
芸
を
は
じ
め
、絵
画
・

生
け
花
な
ど
が
会
場
を
彩
り
ま
し
た
。

福
祉
展
・
健
康
展
は
健
康
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
行
わ
れ
、
老
人
福
祉
展
に

二
六
五
点
、
身
体
障
害
福
祉
展
に
六
二

点
の
出
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
健
康
展

で
は
食
生
活
推
進
協
議
会
に
よ
り
、
栄

養
満
点
の
き
ゃ
の
こ
汁
試
食
が
行
な
わ

れ
、
来
場
者
は
一
足
早
い
新
春
の
味
覚

に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

第33回� 第41回�
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老
人
福
祉
展
入
賞
者

◆
特
別
賞

小
林　

次
子
（
館　

岡
）
手
芸
・
刺
し
子

小
林　

純
一
（
横　

岡
）
彫
刻
・
だ
る
ま

◆
奨
励
賞

浅
野
ユ
リ
子
（
街　

道
）
リ
フ
ォ
ー
ム
・
コ
ー
ト

伊
藤
金
之
助
（
羽　

立
）
わ
ら
工
芸
・
鶴
亀

遠
間
タ
ミ
ヱ
（
新
屋
敷
）
編
み
物
・
ス
カ
ー
ト

鈴
木　

ヤ
ヘ
（
保
野
子
）
編
み
物
・
セ
ー
タ
ー

◆
努
力
賞

伊
藤　

久
子
（
坂　

本
）
リ
フ
ォ
ー
ム
・

ち
り
め
ん
小
物
、
手
提
げ
袋

 

湊 

ま
す
（
坂　

本
）
リ
フ
ォ
ー
ム
・
手
提
げ
袋

伊
藤
ミ
ヨ
子
（
宇
治
木
）
和
裁
・

絞
り
染
め
綿
入
り
は
ん
て
ん

伊
藤
ハ
ギ
ヱ
（
上　

村
）
リ
フ
ォ
ー
ム
・
古
着
利
用
袋

藤
田　

チ
ヱ
（
新
屋
敷
）
リ
フ
ォ
ー
ム
・

刺
し
子
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ

小
武
海
ト
キ
ヱ
（
新
屋
敷
）
折
り
紙

身
体
障
害
者
福
祉
展
入
賞
者

◆
特
別
賞

杉
澤　

守
雄
（
桐
ヶ
丘
）
紙
ね
ん
ど
・
楽
し
い
動
物
た
ち

鷲
谷
金
一
郎
（
桐
ヶ
丘
）
切
り
絵
・
家
族
だ
ん
ら
ん

◆
奨
励
賞

安
田　

一
男
（
桐
ヶ
丘
）
写
真
・
花

相
馬
利
美
子
（
桐
ヶ
丘
）
絵
・
え
ん
ぴ
つ
画

◆
努
力
賞

加
藤　

和
子
（
坂　

本
）
草
花
・
寄
せ
植
え

船
木　

金
作
（
桐
ヶ
丘
）
切
り
絵
・
つ
ば
き

産
業
・
文
化
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
た
方
を
表
彰

　

平
成
十
六
年
度
産
業
功
労
者
に
三
浦

喜
美
雄
さ
ん
ら
四
人
、
ま
た
文
化
功
労

者
に
伊
藤
孝
太
郎
さ
ん
が
決
ま
り
、
十

月
三
十
一
日
、
井
川
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
産
業
功
労
者
・
文
化
功
労

者
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

伊藤孝太郎さん（今戸）

長年にわたり民謡・秋田万歳など優れた
芸能で県内外の活躍はもとより、海外で
の友好親善に尽くされるとともに芸術に
対する高い識見をもって人材の育成に尽
力され、芸術文化の振興の多大な貢献を
されました。

藤田多鶴子さん（田中）

長年にわたり井川町生活研究グループ
会長として活躍されるとともに女性農業
士、産直生産グループ会長などの要職を
務め、豊富な経験と卓越した識見をもっ
て本町農業の振興に貢献されました。

伊藤八十治さん（今戸）

長年にわたり下井河農業協同組合役員と
して活躍されるとともに農業委員、土地
改良区役員などの要職を務め、豊富な経
験と卓越した識見をもって本町農業の振
興に貢献されました。

鈴木　孝さん（小泉）

長年にわたり土地改良区役員として活躍
されるとともに共有財産組合議員などの
要職を務め、豊富な経験と卓越した識見
をもって本町農業の振興に貢献されまし
た。

三浦喜美雄さん（赤沢）

長年にわたり上井河農業協同組合、あき
た湖東農業協同組合役員として活躍され
るとともに土地改良区役員などの要職を
務め、豊富な経験と卓越した識見をもっ
て本町農業の振興に貢献されました。

産
業
功
労
者

文
化
功
労
者
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財
団
法
人
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

井
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

井
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
優
良
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
し
て
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

結
成
以
来
四
十
年
を
迎
え
、
会
員
の

親
睦
活
動
や
地
域
の
園
児
・
児
童
と
の
交

流
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
健
康
教
室
の

開
催
、
花
壇
づ
く
り
、
兵
庫
県
西
宮
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
姉
妹
提
携
活
動
な

ど
地
域
に
開
か
れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り

に
努
め
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
度
の
表
彰

と
な
り
ま
し
た
。

去
る
十
月
十
一
日
、
千
葉
県
幕
張
市
で

開
催
さ
れ
た
第
三
十
三
回
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
で
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

葹
田
町
内
の
小
林
繁
美
さ
ん
に
第

三
十
七
回
秋
田
県
更
生
保
護
研
修
大
会

に
お
い
て
、
全
国
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
小
林
さ
ん
は
昭
和

五
十
六
年
に
保
護
司
に
就
任
、
現
在
に
至

る
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、
犯
罪
予
防
や

更
生
保
護
活
動
に
努
め
ら
れ
、
地
域
の
安

全
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

秋
田
保
護
観
察
所
感
謝
状

赤
沢
町
内
の
斎
藤
ア
キ
さ
ん
に
秋
田
保

護
観
察
所
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

斎
藤
さ
ん
は
井
川
地
区
更
生
保
護
女
性

の
会
会
長
と
し
て
、
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
や
犯
罪
予
防
へ
の
協
力
活
動
に
努
め

ら
れ
ま
し
た
。

統
計
功
績
者

畠
山
俊
幸
さ
ん
は
統
計
功
績
者
と
し
て

秋
田
県
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

畠
山
さ
ん
は
平
成
元
年
に
統
計
調
査
員

に
任
命
さ
れ
て
以
来
、
統
計
調
査
の
重
要

性
と
必
要
性
を
深
く
認
識
さ
れ
、
迅
速
か

つ
正
確
な
統
計
調
査
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

栄
養
改
善
事
業
功
労
者

斎
藤 

カ
ヅ
子
さ
ん
（
赤
沢
）

斎
藤
カ
ヅ
子
さ
ん
は
栄
養
改
善
事
業
功

労
者
と
し
て
秋
田
県
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

斎
藤
さ
ん
は
平
成
三
年
よ
り
町
食
生

活
改
善
推
進
員
と
し
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
指
導
、
減
塩
運
動
・
貧
血

予
防
な
ど
住
民
の
健
康
づ
く
り
の
基
礎
と

秋
田
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合連

合
会
長
賞

税
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
い
、
税
に

対
す
る
意
識
を
高
め
て
ほ
し
い
と
中
学
生

を
対
象
に
行
な
わ
れ
て
い
る
『
中
学
生
の

税
に
つ
い
て
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
』
で
、

井
川
中
学
校
三
年
生
・
森
田
康
平
さ
ん
が

秋
田
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

町
の
内
外
で
各
分
野
に
お
い
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
、
地
域
活
動
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
そ
う
し
た
活
動
が
認
め
ら
れ
、
表

彰
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

な
る
食
生
活
改
善
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
実
践
活
動
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
こ
の
度
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

水
道
関
係
功
労
者

半
田 

武
一
さ
ん
（
田
中
）

井
川
町
水
道
課
・
半
田
武
一
さ
ん
は
水

道
関
係
功
労
者
と
し
て
秋
田
県
知
事
よ
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

半
田
さ
ん
は
長
年
に
わ
た
り
水
道
行
政

に
従
事
し
、
水
道
関
連
施
設
の
維
持
管
理

に
尽
く
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の

度
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

更
生
保
護
女
性
の
会
で
は
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
の
ほ
か
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

へ
の
手
作
り
ぬ
い
ぐ
る
み
の
寄
贈
や
児
童

福
祉
施
設
千
秋
学
園
と
の
だ
ま
こ
も
ち
鍋

交
流
な
ど
の
活
動
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

斎藤 アキさん
（赤 沢）

畠山 俊幸さん
（海老沢）

小林 繁美さん
（葹 田）

森田 康平さん
（小今戸）
井川中３年

功績功績をたたをたたえて！えて！�功績功績をたたをたたえて！えて！�功績功績をたたをたたえて！えて！�功績をたたえて！
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公民館だより�

TEL（874）4422　　有線4443

家庭教育学級
と　き：12月11日（土）　午後7時～8時30分
会　場：井川町公民館
講　師：能代北高等学校教諭　三浦　政博　氏
内容・講話：「幼・児童期に望むこと」
　　　　　落語
＊子どもたちを対象に「おはなし会」を行いま
す。親子で参加してください。
参加希望者は12月10日まで公民館へ
お申込み下さい。

いろんな世界が待ってるヨ！
公民館図書室

今年ももうすぐ終わりです。何となくあわただしい年末の日々。
でも夜はゆっくり本を読んでみませんか？
今月の本の紹介をいたします。

ペレのあたらしいふく 瀬田 貞二／福音館書店
　ペレはこひつじを１ぴきそだてていました。ひつじのけはなが
くなりましたが、ペレのうわぎはみじかくなるばかり……そこで
いいアイディアをおもいついたペレ。さて、このものがたりのゆ
くえは……。

チムとゆうかんなせんちょうさん
エドワード・アードゲーニ／福音館

　ふなのりになりたかったチムはある日“ボートのおじさん”と
きせんにのることに……。ところが、それからの二人の運命は？
　世代を超えて子どもたちを魅了してきた幼年海洋文学の古典。

１０００の風　１０００のチェロ いせ ひでこ／偕成社
　人間の形をした楽器、人間の声で歌う楽器～チェロ。おりかえ
しては重ねあう。波のような1000の弓が心をこめて祈りをこめ
て メロディのバトンをわたす。 きもちを重ねあわせれば歌はひ
とつになって風にのる。そしてきっとだれかにとどく。
（本文より）＊ 阪神淡路大震災復興支援チャリティの1000人のチェロ・コ

ンサート」の舞台経験の著者の心が伝わってくるようです。

盲導犬クイールの一生 石黒 謙吾／文藝春秋
　生まれた瞬間から息をひきとるまでモノクロームの優しい写真
と文章で綴る、盲導犬クイールの生涯。静かな感動の記録！

冗談新撰組 みなもと太郎／講談社
　コンパクトに、スピーディに、そして的確に、新撰組の栄枯盛
衰を描いています。

花を描こう　冬の散歩道 丹羽 聡子／マール社
　透明水彩で、冬の花を描こう！簡単な年賀状の描き方も載って
います。（イラスト・写真で丁寧に説明。初めての方にも最適です）

第20回井川町オープンバレーボール
第7回ソフトバレーボール大会

と　き：12月12日（日）　
時　間：午前9時
会　場：井川町民体育館
申込方法：当日、午前8時まで町民体育館へ申し込ん

で下さい。

ありがとう
　大麦町内の菅生リヱさんより、「公民館の座布
団の収納に利用してください」と、収納袋 18枚
を寄付していただきました。
　菅生さんは、いつも公民館の高齢大学・大学院
などに参加して、元気に活動されていますが、こ
のとき利用している、ナイロンの収納袋がボロボ
ロになっているのを目にされて、家にあった布を
利用してつくってく
ださったものです。
　また、大正琴「井
川さくら」の皆さん
は座布団カバーを洗
濯してくださました。
ありがとうございます。

街 のいい顔のいい顔　　み～つけた！み～つけた！

教室・講座 開　催　日 備　　考

いかわキッズ・クラブ 18日（土）
県立スケート場

スケート教室

和太鼓サークル 11日、25日（土） 会場　公民館

英　会　話　教　室 1日、8日、15日（水） 会場　公民館

手　話　教　室 7日、21日（火） 会場　公民館

教室・講座 開催日 備考

3　Ｂ　体　操　講　座 1日、15日（水） 会場　公民館

絵　手　紙　講　座 2日、16日（木） 会場　公民館

井川高齢大学・大学院 17日（金） 会場　公民館「お楽しみ会」

いきいき女性セミナー 15日（水） 会場　公民館

お　茶　を　楽　し　む 21日（火） 会場　公民館
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こどもセンター避難訓練

こどもセンターでは避難訓練が行なわれま
した。地震の発生を想定して行なわれた訓練
では、まず騒いだりしない、先生の話を聞く
こと、すみやかに建物の外に避難することを
教わりました。「最近、新潟県で起きた地震
では多くの人がケガをしたり、大変でした。
もし地震が起きたとき、今日訓練したように
先生の指示をよく聞いて行動すること」と湖
東消防署員からお話をいただきました。

第16回首都圏ふるさと井川会総会

今年で第 16回目となる、首都圏ふるさと
井川会が東京都新宿区・日本青年館で開催さ
れました。関東圏のみならず、遠くは兵庫県
からの出席もあり、参加者は 100人を超え
ます。また、この機会に同窓会を、とする秋
田県内からの出席者もあり、会場は大いに賑
わいました。総会では事業報告などが行なわ
れた後、役員改選も行なわれ、会長に山崎光
夫さん（さいたま市在住・井内出身）が留任
されました。

第53回全国青年大会・バスケットボールの結果
（東京都・駒沢体育館）

井川町体協 ６０－９２ 沖縄県代表
 （秋田県代表）

秋田県代表として全国青年大会・バスケット
ボール競技に出場した井川町体協チームは 11
月 13日に沖縄県代表と対戦しましたが、惜し
くも１回戦敗退となりました。町民の皆さんの
ご支援ありがとうございました。

♪八郎湖合唱祭♪

八郎湖周辺市町村のコーラスグループの年
１回の合唱の祭典、第 15回八郎湖合唱祭が
井川町農村環境改善センターを会場に行なわ
れました。
参加した17団体・300人以上が日頃練習
したハーモニーを会場に響かせ、会場から大
きな拍手が送られました。会の最後には「大
いなる秋田・秋田県民歌」を合同合唱。その
圧倒される歌声の迫力に会場からはいつまで
も拍手が鳴り止みませんでした。

11/12

11/20

11/21

11/12 ～ 15

写真撮影：菅生誠子さん（大倉）
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○準決勝
井川☆Sakura満開 2－0 井川☆SaKuRaもち

○決 勝
井川☆Sakura満開 0－2 フェニックスＡ

【選手】
井川☆Sakura満開チーム
三浦五月・畠山美保子・伊藤晴美・松橋エリ子・田中和泉

井川☆SaKuRaもちチーム
中道睦子・伊藤美英子・田中弘美・桜庭恵美・小林留美子

◆みなさんもソフトバレーに参加してみませんか？
練習日は毎週火曜・土曜日、午後7時から9時まで
町民体育館で行っています。

ソフトバレー秋田県フェスティバル
（秋田県立体育館）

平成 16年度ソフトバレー秋田県フェスティ
バル大会・レディースの部に「井川☆Sakura
満開チーム」と「井川☆SaKuRaもちチーム」
が出場しました。
ＡからＤまでのブロック（各ブロック 12
チーム）に分かれて予選が行なわれ、井川町か
ら出場した両チームは決勝トーナメントに駒を
進めました。トーナメントでは奇しくも準決勝
で井川同士の対戦となり、この試合に勝利した
のは「井川☆Sakura満開チーム」。決勝では
前年の東北大会優勝チームに敗れましたが、準
優勝に輝きました。

第 41回全町卓球大会
（井川町民体育館）

【団 体】
第１位　羽立チーム

（鈴木茂美・八柳国雄・澤橋陽子・半田若子）
第２位　泉岳チーム
第３位　街道チーム

【個 人】
トップ８の部
総合第１位　川村 静香（宇治木）
　　第２位　森 沙十美（井川中）
　　第３位　中山 公貢（街 道）
　　　　　　中山 靖洋（街 道）
個人男子一部
第１位　中山 靖洋（街 道）
第２位　中山 公貢（街 道）
第３位　鷲谷 暁範（海老沢）
　　　　中山 英悦（街 道）

 〃 男子二部
第１位　菊池 勇拓（スポーツ主事）
第２位　澤石 光男（新 間）
第３位　 湊　冨雄（坂 本）
　　　　伊藤 健一（赤 沢）

個人女子一部
第１位　川村 静香（宇治木）
第２位　小玉五美子（寺 沢）
第３位　進藤 鮎子（宇治木）
　　　　澤橋 陽子（羽 立）

 〃 女子二部
第１位　中山 照美（小今戸）
第２位　中山 明美（小今戸）

中学生の部
第１位　森 沙十美（２年）
第２位　小林 　泉 （２年）
第３位　安田 翌香（３年）
　　　　中山 稚尋（２年）

秋田県中学校秋季柔道大会

〔個 人〕
男子 81kg級　第１位　石井　裕人
女子 48kg級　第３位　畠山　陽子
 〃 63kg級　第１位　石山みさと

団体戦については男女ともに惜しくも敗れ、

上位入賞となりませんでした。応援ありがと

うございました。

11/14

10/24

スポーツの結果です

11/12 ～ 15
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年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

「
源
泉
徴
収
票
」
が
送
付
さ
れ
ま
す

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
は
、
所
得
税

法
上
「
雑
所
得
」
と
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
が
、課
税
さ
れ
て
い
る
方
に「
公

的
年
金
等
源
泉
徴
収
票
」
を
一
月
下

旬
に
送
付
し
ま
す
。

「
公
的
年
金
等
源
泉
徴
収
票
」
は
、

平
成
十
六
年
中
に
支
払
わ
れ
た
年
金

額
・
源
泉
徴
収
税
額
・
扶
養
親
族

等
の
内
訳
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
二
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
て
い

る
方
や
、
年
金
以
外
に
所
得
の
あ
る

方
な
ど
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
際
、
こ
の

「
公
的
年
金
等
源
泉
徴
収
票
」
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
大
切
に
保
管
し
ま

し
ょ
う
。

国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と
は
、

役
場
町
民
課
ま
で

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
６

有
線　

４
４
３
１

育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識

―

身
近
な
こ
と
か
ら

人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か―

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
、

人
権
週
間
で
す
。
世
界
人
権
宣
言
が

採
択
さ
れ
た
十
二
月
十
日
を
「
人
権

デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ

れ
た
翌
年
の
昭
和
二
十
四
年
か
ら
毎

年
十
二
月
十
日
の
「
人
権
デ
ー
」
を

最
終
日
と
す
る
一
週
間
を
人
権
週
間

と
定
め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に

展
開
し
て
い
ま
す
。

人
権
・
い
じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

電
話
０
１
８
（
８
６
２
）
６
５
３
３

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

電
話
０
１
８
（
８
６
２
）
６
５
０
３

人
権
・
困
り
ご
と
相
談
所
の
開
設

人
権
に
関
す
る
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
次
の
よ
う
な
悩
み
ご
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
相
談
は
無
料
で
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

・
近
隣
と
の
争
い
ご
と

・
子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待

・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

・
登
記
、
戸
籍
、
相
続
、
扶
養
等

の
問
題

・
名
誉
や
信
用
を
傷
つ
け
ら
れ
た

と
き
な
ど

■
日
時 

十
二
月
六
日
（
月
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
相
談
担
当　

人
権
擁
護
委
員

佐
藤　

秀
弘
さ
ん
（
小
泉
）

伊
藤
典
美
子
さ
ん
（
今
戸
）

伊
藤
満
洲
雄
さ
ん
（
街
道
）

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
町
民
課
ま
で

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
６

有
線　

４
４
４
１

［表 1］70 歳未満の人の場合
所得区分
上位所得者
一般

住民非課税

自己負担限度額（月額）
139,800 円＋（かかった医療費－ 466,000 円）× 0.01
72,300 円＋（かかった医療費－ 241,000 円）× 0.01

35,400 円

［表 2］70 ～ 74 歳の人の場合

所得区分

一定以上所得者
一般

自己負担限度額（月額）
外来（個人ごとに計算します）

40,200 円
12,000 円

8,000 円住民税非課税

世帯単位（入院と外来があった場合等の限度額）
72,300円＋（かかった医療費－ 361,500円）× 0.01

40,200円
24,600円
15,000円

※住民税非課税の人は「国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要です。国保の担当窓口で交付を受けて医療機関
に提出してください。
住民税非課税 　同一世帯の世帯主と全ての国保被保険者が住民税非課税である人
住民税非課税 　同一世帯の世帯主と全ての国保被保険者住民税非課税であって、その世帯の所得が所得の一定基準以下の人

…医療費の自己負担限度額…

…申請の手続き…
　高額医療費の支給を受ける場合は、国保への申請が必要となります。申請は、事務手続の関
係上、医療を受けた月の翌々月以降に行ってください。
①申請は世帯主が市町村の国保に行います。国保の窓口備え付けの申請書に、住所、氏名、被
保険者番号、口座番号（口座振込の場合）等を記入して、提出していただきます。
②国保で支給金額を計算します。
③自己負担限度額を超えた額が、後日、世帯主に払い戻されます。

…申請のときにお持ち頂くもの…
●国民健康保険被保険者証　●預金通帳など口座番号を確認できるもの
●印かん　●領収書　　等

お問い合わせ・役場　健康課　国保担当　電話（874）4417　有線 4432
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　医療機関に支払った 1 ヵ月の窓口負担が一定額（自己負担限度額）
を超えた場合、国保の担当窓口へ申請することにより、超えた分が高額
療養費として払い戻されます。
　ただし、70 歳未満の人と 70 ～ 74 歳の人では、事故負担限度額な
どが異なります。

…70歳未満の人の場合…
　窓口負担が自己負担限度額を超
えたとき、超えた分が高額療養費
としてあとから払い戻されます。

…70～ 74歳の人の場合…
　外来の場合は、窓口負担が外来
の限度額を超えた分もいったん支
払い、超えた分が高額療養費とし
てあとから払い戻されます。
　入院の場合は、入院の限度額ま
での支払いとなります。
　また、すべての外来・入院の窓口負担は世帯合算の対象となります。

高額療養費の貸付制度
医療費の自己負担が限度額を超え、医療機関への支払い困難な世帯に貸
付を行う制度があります。

自己負担限度額� 高額療養費として�払い戻し�

窓口負担�

 『
井
川
町
健
康
づ
く
り

管
理
指
導
委
員
を
公
募
し
ま
す
』

町
で
は
四
十
年
以
上
も
前
か
ら
循

環
器
疾
患
対
策
を
中
心
と
し
て
、
町

民
の
健
康
づ
く
り
事
業
を
進
め
て
き

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
対
策
の
ひ
と

つ
と
し
て
健
康
づ
く
り
管
理
指
導
委

員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
委
員
は
、

・
長
年
に
わ
た
り
町
の
生
活
習
慣
病
等

予
防
対
策
の
実
践
指
導
者

・
秋
田
県
秋
田
中
央
保
健
所
長

・
湖
東
総
合
病
院
長

・
井
川
町
診
療
所
長

・
井
川
町
歯
科
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長

・
町
健
康
づ
く
り
推
進
部
長
会
会
長

・
町
婦
人
会
長

・
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
長

・
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
会
長

の
方
々
が
委
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

委
員
の
任
務
は
、

・
生
活
習
慣
病
等
予
防
対
策
の
管
理
指

導
に
関
す
る
こ
と

・
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

・
保
健
衛
生
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
等

会
議
の
開
催
は
年
１
回
程
度
で
す

が
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
・
疾
病
予

防
活
動
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
管
理
指
導
委
員
会

の
委
員
に
つ
い
て
、
よ
り
広
い
年

齢
層
の
方
か
ら
の
意
見
や
考
え
を
町

の
健
康
づ
く
り
対
策
に
反
映
す
る
た

め
、
三
〇
代
か
ら
四
〇
代
の
男
女
を

若
干
名
公
募
し
ま
す
。
健
康
づ
く
り

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
か
ら
の
申
込

み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

申
込
み
は
役
場
健
康
課
で
十
二
月

二
十
七
日
（
月
）
ま
で
受
付
し
ま
す
。

役
場
健
康
課

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７

有
線　

４
４
１
２

井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

電
話
（
８
７
４
）
３
３
０
０

有
線　

４
４
５
５

―第21回八郎湖の水を考える集い―

□と　き：12月 18日（土）
□ところ：井川町農村環境改善センター
□参加料：無料
□内　容
☆八郎湖の水を考える集い （13：00～）
研究発表　井川小学校／大久保小学校
講話　環八郎湖流域の人びとへのメッセージ

～水生生物研究会の歩みを振り返りながら～
秋田県湖東部水生生物研究会

代表　鈴木 利雄 氏

☆フォーラム （15：10～）
呼びかけ　環八郎湖・水郷（みずべのさと）

創出プロジェクトを展開するために
（秋田県地域振興局）

講話　菜の花エコ改革～琵琶湖からのメッセージ～

菜の花プロジェクトネットワーク会長
滋賀県環境生活協同組合理事長  藤井絢子氏

パネルディスカッション　循環型社会への戦略
 （閉会　～ 17：30）

□主　催　八郎湖水質対策連絡協議会・秋田県

今回は井川町が会場となります。多くの町民の皆さん
のご来場をお待ちしています。

可燃ごみ 12 月 30・31 日まで収集
それ以外のごみ 12 月 28 日で終了

☆町の清掃センターでも12月29日～1月3日まで、
ごみの受け入れはできませんのでご注意ください。

☆新年のごみ収集は1月 4日から開始します。

◇問い合わせ◇
井川町役場　町民課

電話（８７４）４４１６　有線４４４１
井川町清掃センター

電話（８７４）２０３０　有線３６００

Part４

外来の場合� 入院の場合�

外来の限度額� 入院の限度額�
までの支払い�

高額療養費と�
して払い戻し�

限度額を超え�
た分の支払い�
はなし　　　�

窓
口�

負
担�

窓
口
負
担�

高額療養費高額療養費

交通事故死者最少化「55」作戦実施中
県警では、年間の交通事故死者の最少化に向け、11月 11日か
ら1月4日までの55日間を「交通事故死者最少化55（ゴーゴー）
作戦」の期間とし、事故防止活動を徹底しております。期間中
高齢者用事故防止啓発パンフレットの配布や、飲酒運転、危険
違反の取締りなどを重点に街頭活動を強化しております。

◆年末の交通安全県民総ぐるみ運動  12 月 11 日～ 12 月 20 日
　―急がずにマナーとゆとりで交通安全―

◆年末年始警戒の実施  12 月 10 日～ 1 月 4 日
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井川町役場　0018-874-4411
ＵＲＬ http://www.town.ikawa.akita.jp/
E-mail jouhou@town.ikawa.akita.jp

今年も12月 31日までの期間、「歳末
たすけあい運動」を行います。
歳末たすけあい運動でみなさんから寄

せられる義援金は、日常生活に困ってい
る世帯、長期療養者、在宅の要援護者や
社会福祉施設に入所している人々のため
に使われます。みなさまのあたかかいご
協力をお願いします。

お問い合わせは、
井川町共同募金会・井川町社会福祉協議会へ
電話（８７４）２６１１　有線４４４０

今年も皆さんの
ご協力を！

平成19年に行なわれる秋田わか杉国
体本大会まで、あと1000日余りとなりま
した。秋田県では「盛り上げよう！盛り
上がろう！秋田わか杉国体にカウントダ
ウン」を開催します。

□日時　平成17年1月3日( 月)
午後1時～2時30分

□会場　アトリオン地下1階イベント広場

□内容　カウントダウンボード点灯式
広報ボランティア「アクターズ」

のパフォーマンス
スポーツ行事公開演武

現在、このイベントの運営をサポート
してくれる「広報ボランティア」を募集
しています。くわしくはホームページを
ご覧ください。

秋田県国体・障害者スポーツ大会局
大会総務課

電話 ０１８（８６０）５２０８
ＵＲＬ　http://www.pref.akita.jp/kokutai/

Ａターン相談会を開催します

県では県外在住で秋田県内への定住・
就職を希望する方を対象に『Ａターン相
談会』を開催します。当日はＡターン登録
の受付、求人情報の提供のほか、Ａターン
に関連した各種相談をお受けします。

□日時　平成17年1月2日(日)から4日(火)
午前10時から午後4時まで

□場所　( 財) 秋田県ふるさと定住機構
電話 ０１８（８２６）１７３１

（秋田市御所野・秋田テルサ3階）

防衛庁採用試験

□採用試験　自衛隊生徒

□応募資格　平成17年4月1日現在で、
15歳以上17歳未満の男子
で中学卒業者、また17年3
月卒業見込み者を含む

□受付期限　平成17年1月11日( 火)

□試　験　日　平成17年1月15日( 土)

□試験会場　秋田市内
( 受験票交付時にお知らせします)

受験案内および問い合わせは

　自衛隊秋田募集案内所（秋田市茨島）
電話 ０１８（８６４）４９２９

ホームページ＜http://www.akita.plo.jda.go.jp ＞
もご覧ください。

平成16年工業統計調査を12月31日
現在で行ないます。工業統計調査は、製造
業を営む事業所を対象として、その活動
実態を明らかにすることを目的として調
査するものです。
調査結果は、国や地方公共団体の行政

施策の重要な基礎資料として利用される
とともに、企業、大学などでの研究資料、
小・中・高等学校の教材などに広く利用
されているところです。
なお、調査票に記入していただいた内

容は統計法に基づき秘密が厳守されます
ので、正確な記入をお願いします。
工業統計に関することは、

役場情報課（有線放送センター）まで

電話（８７４）２６１０　有線４４８８

秋田県赤十字救急法奉仕団では、救急
員養成講習会の受講者を募集していま
す。急病人やけが人に対する正しい応急
手当を学み、自信を持って救助にあたる
救急を養成する目的。

□日時　12月11日( 土)、12日( 日)、
18日( 土) の3日間

（3日間とも午前9時から午後5時まで）

□会場　秋田県社会福祉会館

□対象　高校生以上で男女は問いませんが、
全日程参加できる方。定員30人

□教材費　3,000円

□申込期限　12月9日( 木)
全日程の修了者には受講証が、検定合

格者には救急員認定証が交付されます。
問い合わせ・申込みは、

　日本赤十字社　秋田県支部
電話 ０１８（８６４）２７３１

スギヒラタケ摂食の注意について
今秋、腎機能が低下している方が急性

脳炎により、最悪の場合、死に至るケース
が報告されたのは、新聞等報道でご存知の
ことでしょう。患者の共通点としてスギヒ
ラタケの摂食があげられていますが、急性
脳炎との係わりについてはまだ解明され
ていません。県では原因究明の調査につと
めているところですが、原因が究明される
までの間、腎機能の低下していない方も含
めてスギヒラタケの摂食を控えていただ
けますよう、お知らせします。

盛り上げよう！盛り上がろう！

秋田わか杉国体にカウントダウン！

製造事業所の皆様へ

統計調査にご協力ください

赤十字救急法救急員養成講習会
受講生を募集します

歳末たすけあい募金への歳末たすけあい募金への
ご協力をお願いしますご協力をお願いします
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図書券が当たる

広報クイズ　No.154

◆今月の問題
(1) 井川町産業祭で表彰された井川町産業功労

者の方は何人ですか？
(2)11月 14日に行なわれた第 41回全町卓球

大会、団体優勝チームは何チームですか？
(3) 今月号に掲載した“お誕生おめでとう”は

何人ですか？
◆応募の方法
ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、
町内の方は世帯主名を記入してください。
たくさんの応募をお待ちしております。
◆あて先
〒018-1596　井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1

井川町役場情報課　広報係まで
◆しめきり

12月 20日 ( 月 ) 当日消印有効
クイズの正解者の中から抽選で5人の方に図
書券をプレゼント。前回の答えは(1)274人、
(2)11月7日～13日、(3)17団体でした。
当選者は次のとおりです。渡部カネ子さん ( 大
倉 )、松橋大輔さん ( さくら )、石井香津子さん
( 五城目町 )、伊藤幸成さん ( 昭和町 ) に図書券
をお送りします。

広報クイズ　No.160

12月の
11日 U

12日 O

17日 T

18日 U

23日 S

24日 T

28日 Q

家庭教育学級（町農村環境改善センター）

全町バレーボール大会（町民体育館）

納税組合長会議（役場大会議室）

八郎湖の水を考える集い
（町農村環境改善センター）

赤沢山スキー場開き

第17回合併協議会（五城目町役場）

小・中学校終業式

官庁仕事納め

保健だより● 12月分

ぼくたち、むしばなかったよ
3 歳児健診でむし歯のなかった子どもたちです。

小林　諒
りょう

ちゃん
（葹　田）

１２月は

強調月間です

◆一人ひとりが、飲酒運転は「絶対にしない・させない」
という強い意志を持とう！

◆家庭や地域、職場で飲酒運転の危険性や事故の重大性
について繰り返し話し合い、飲酒運転を徹底追放し
よう！

伊藤悠
ゆ ら

良ちゃん
（今　戸）

遠藤琉
りゅうせい

星ちゃん
（さくら）

斎藤萌
もえこ

子ちゃん
（赤　沢）

小武海春
はるか

香ちゃん
（羽　立）

児玉大
ひろむ

夢ちゃん
（海老沢）
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このコーナーは、毎週水曜日、有線放送の定時放送
で放送されます。ひとくち英会話のテキストとして
ご利用ください。

167

Phone Conversation:Making a Hotel Resrvation
電話での会話：ホテルの予約

Hotel Clerk: Good afternoon. Traveler's Inn. May I help you?
ホテルの従業員：（こんにちわ、トラベラーズ・インです。どんなご用件ですか）
Mr Clark: Hi. I would like to make a reservation for January 

4th(fourth)?
クラークさん：（もしもし、1月4日に予約をお願いしたいのですが）
Hotel Clerk: Certainly, sir. Would you like a single or double 

room?
（かしこまりました。シングルですか、ダブルですか？）

Mr Clark: Double, please.
（ダブルをお願いします）

Hotel Clerk: Double...okay. And would you like smoking or non-
smoking?
（ダブルですね。わかりました。喫煙ルームと禁煙ルームのど
ちらがよろしいですか）

Mr Clark: Non-smoking, please.
（禁煙ルームをお願いします。）

Hotel Clerk: Yes, sir. Now,may I please have your name and 
credit information?
（わかりました。では、お名前とクレジットカードナンバーを
教えてもらえますか）

Mr Clark: Yes. My name is William Clark. My credit card 
number is 1213 3435 5657 6768, and it expires in 
April 2006.
（はい、名前はウィリアム・クラークです。クレジットカード
の番号は1213-3435-5657-6768で、2006年の4月まで有
効です。）

Hotel Clerk: Thank you Mr Clark. I have reserved you one 
double room for the fourth of January. We look 
forwark to seeing you.
（クラークさん、ありがとうございます。1月4日にダブル1
部屋予約を承りました。お待ちしております。）

Mr Clark: Thank you.
（ありがとう）

聖霊高校
バスケットボール部

森田美紗さん（2年・小今戸）

「
キ
ャ
プ
テ
ン
を
任
さ
れ
る
な
ん
て
全
然
思
い

も
よ
ら
な
か
っ
た
。
最
初
の
頃
は
本
当
に
自
分
で

務
ま
る
の
か
不
安
で
し
た
」
と
、
監
督
か
ら
キ
ャ
プ

テ
ン
に
指
名
さ
れ
た
時
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
の

は
森
田
美
紗
さ
ん
。
部
員
二
三
人
の
聖
霊
高
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
ま
と
め
る
チ
ー
ム
の
中
心
選
手

と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

「
上
級
生
か
ら
部
を
引
き
継
い
だ
頃
は
キ
ャ
プ

テ
ン
と
し
て
ど
う
チ
ー
ム
を
ま
と
め
て
い
く
か
、
そ

れ
ば
か
り
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
自
分
の
プ

レ
ー
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
で
十
分
に

動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
は
チ
ー
ム
メ
イ
ト
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、
楽
し
く
練
習
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
」
と
笑

顔
。「

試
合
に
勝
っ
て
る
時
よ
り
も
、
い
ざ
不
利
に

な
っ
た
時
、
コ
ー
ト
上
の
選
手
と
ベ
ン
チ
の
選
手

と
の
間
で
気
持
ち
に
差
が
出
て
し
ま
い
、
雰
囲
気
が

崩
れ
て
試
合
に
集
中
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
一
番
怖

い
。
そ
う
い
う
時
こ
そ
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
試
合
に
向
か
う
気
持
ち
を
ま
と
め

る
こ
と
が
課
題
で
す
」
と
責
任
感
を
漂
わ
せ
ま
す
。

監
督
か
ら
も
「
人
一
倍
回
り
へ
の
気
遣
い
が
で
き
る

キ
ャ
プ
テ
ン
」
と
信
頼
を
受
け
て
い
る
美
紗
さ
ん
。

十
二
月
上
旬
に
行
な
わ
れ
る
中
央
地
区
新
人
戦

で
ベ
ス
ト
四
入
り
し
、
全
県
大
会
へ
の
出
場
が
目
下

の
目
標
で
す
。

松橋 大輔さん(さくら)

プロ野球選手になって、
ショートを守り、有名に
なりたいです

三浦　峻さん ( 坂本 )

田臥選手のような NBA
選手になりたいです

舩木　要さん ( 街道 )

ピアニストになり、世界
中のみんなに聞かせたい
です

三浦 茉莉さん(小竹花)

保母さんになり、やさし
く子ども達の面倒をみた
いです

鈴木 美紅さん ( 街道 )

保母さんになって子ども
達と仲良く遊びたいです

 湊　佳之さん ( 坂本 )

スキーのプロ選手になり
オリンピックに出場した
いです
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井川短歌会詠草

みんなのひろば

ト
ラ
ク
タ
ー
で
踏
み
潰
さ
る
る
塩
害
の
大
豆
の
悲
鳴
聞
こ
ゆ
る
が
ご
と 

 

遠
藤
恵
美
子

白
神
の
ガ
ラ
ス
工
房
に
歌
友
ら
と
作
り
て
嬉
し
花
の
ペ
ン
ダ
ン
ト 

児
玉
千
代
子

立
冬
に
ひ
ら
き
極
め
る
菊
の
花
よ
り
ど
り
活
け
て
心
満
ち
た
り 

伊
藤
ミ
ヤ
子

ゴ
ム
堰
の
せ
せ
ら
ぐ
中
を
鮭
二
尾
が
の
ぼ
り
ゆ
く
見
ゆ
庇か

ば

い
合
い
つ
つ 

小
林　

喜
作

「
お
母
さ
ん
井
川
の
り
ん
ご
お
い
し
い
ね
」
娘
の
声
が
受
話
器
に
躍
る 

伊
藤　

陽
子

大
根
を
手
押
し
車
に
山
と
積
み
足
を
踏
ん
張
り
坂
道
下
る 

小
林　

タ
ミ

ね
が
わ
く
は
中
越
地
震
の
被
災
者
ら
元
の
暮
ら
し
に
早
く
戻
れ
る
を 

鈴
木　

鉱
造

雪
深
き
山
峡
と
聞
く
新
潟
の
地
震
罹り

さ

い災
者
ら
の
冬
を
思
え
り 

渡
部　

光
造

秋
日
和
神
社
詣
で
の
帰
り
道
は
ら
は
ら
音
し
て
落
葉
舞
い
お
り 

工
藤　

美
穂

驟
に
わ
か
あ
め雨

去
り
て
木
陰
涼
し
き
杉
林
に
イ
ン
コ
の
骸
埋
め
ん
と
来
た
り 

す
ず
き 

い
さ
む

伊
藤　
花か

ほ帆
ち
ゃ
ん
（
四
歳
）

　
　
　

貫か
ん
や矢
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

最近、お姉ちゃんらしくなって
きた花帆
やんちゃでいたずら盛りの貫矢
そんな２人の日々の成長が
私たち家族の元気の源!!
これからもいっぱい、いっぱい
元気をちょうだいネ!!「

初
夏
の
朝
の
薫
風
は
私
の
心
を
貴

族
に
す
る
」
と
詩
人
の
萩
原
朔
太
郎
は

表
現
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
期
、
国

花
苑
を
散
策
し
て
い
る
と
、
ま
さ
に
そ

れ
が
実
感
さ
れ
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
始
め
て
七
年
に
な
り
ま
し
た
。

十
㌔
程
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
ダ

イ
エ
ッ
ト
の
本
来
の
意
味
は
規
定
食
と

い
う
こ
と
で
、
歩
い
た
た
め
で
は
な
く

て
、
年
を
と
る
と
と
も
に
食
が
細
く
な

っ
た
た
め
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

教
職
を
離
れ
る
と
同
時
に
犬
を
飼

い
、
毎
朝
国
花
苑
や
近
く
の
農
道
を

一
時
間
歩
い
て
い
ま
す
。
な
に
し
ろ
犬

の
こ
と
で
す
か
ら
休
む
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
雪
の
多
い
時
に
は
歩
く
ス
キ

ー
な
ど
を
使
っ
た
り
も
し
ま
す
。
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
は
有
酸
素
運
動
と
し
て
注
目

さ
れ
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
も
効
果

大
。
誰
で
も
手
軽
に
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
、
す
っ
か
り
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
比
べ
負

荷
が
少
な
い
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
に

死
ん
だ
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
が
無

い
し
、
要
す
る
に
マ
イ
ペ
ー
ス
で
で
き

る
こ
と
が
魅
力
な
の
で
し
ょ
う
。

ギ
リ
シ
ャ
哲
学
に
逍
遥
学
派
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
時
速
六
㌔
で
野

山
を
歩
く
、
十
五
分
く
ら
い
続
け
る
と

脂
肪
が
燃
え
だ
し
て
脳
細
胞
が
活
発
化

し
て
く
る
、
さ
ら
に
三
十
分
た
つ
と
ほ

ん
の
り
汗
が
で
て
く
る
、
そ
れ
か
ら
討

論
に
入
る
そ
う
で
す
。

私
は
現
職
の
頃
、
保
護
者
に
朝
は
子

ど
も
た
ち
を
車
で
送
ら
な
い
で
、
歩
か

せ
る
こ
と
を
強
く
言
っ
て
き
ま
し
た
。

車
で
送
ら
れ
て
き
た
子
ど
も
は
二
時
間

目
く
ら
い
ま
で
ボ
ヤ
ッ
と
し
て
お
り
、

勉
強
に
身
が
入
ら
な
い
。
対
し
て
歩
い

て
き
た
子
ど
も
は
張
り
切
っ
て
い
る
。

散
歩
と
い
う
の
は
歩
い
て
気
を
紛
ら

わ
す
と
い
う
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
解
消

に
も
役
立
つ
そ
う
な
の
で
、
奮
っ
て
歩

け
、
歩
け
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

「歩くことと見つけたり」

武　塙　悠　貮さん
（街　道）

父
・
一
仁
さ
ん

　

田
中
町
内

母
・　
恵　
さ
ん
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羽　

立

編集雑記�

※
広　

報　

い　

か　

わ　

№
５
７
７　
　

※
編
集
・
発
行
／
井
川
町
役
場
情
報
課　

〒
０
１
８
―
１
５
９
６　

秋
田
県
南
秋
田
郡
井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
―
１　

0
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
（
８
７
４
）
２
６
０
０　

※
印
刷
／
秋
田
協
同
印
刷
㈱

▼
今
月
は
こ
と
の
ほ
か
狭
い

こ
の
編
集
雑
記
。
〝
誕
生
・

結
婚
お
め
で
と
う
〞
件
数

の
多
さ
に
喜
ん
で
ス
ペ
ー
ス

縮
減
▼
先
月
は
首
都
圏
ふ

る
さ
と
井
川
会
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
年
で
十
六
年
目

の
こ
の
会
。
出
席
者
の
顔
ぶ

れ
も
幾
分
か
若
い
世
代
に
移

り
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
▼
昭
和
二
十
年
代
の

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
世
代
の
こ
と
。
当
時

は
一
学
年
二
五
〇
人
余
と
の
話
。
単
純
計
算
で
月

平
均
の
出
生
数
は
二
〇
人
を
超
し
ま
す
▼
ち
な
み

に
私
、
そ
の
次
世
代
・
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世

代
。
晩
婚
化
と
言
わ
れ
る
昨
今
、
わ
が
三
十
代
に

し
て
よ
う
や
く
第
三
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
到
来
か

と
期
待
し
つ
つ
、
結
婚
欄
に
自
分
の
名
前
を
載
せ

る
の
は
い
つ
の
日
か
と
…
。 

け

朝
は
通
勤
、
通
学
な
ど
で
賑
わ
い
を
見
る

羽
立
町
内
も
昔
か
ら
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま

し
た
。
他
の
町
内
よ
り
も
比
較
的
歴
史
が
浅

く
、
町
の
外
れ
に
位
置
し
、
大
き
く
羽
ば
た

く
よ
う
に
と
羽
立
と
名
付
け
ら
れ
た
と
聞
き

ま
す
。

昭
和
三
十
八
年
頃
ま
で
は
、
町
内
を
南
北

に
走
る
旧
国
道
七
号
線
沿
い
の
戸
数
六
五
戸

の
町
内
で
し
た
。
当
時
は
町
内
の
東
側
に
田

畑
の
用
水
源
池
と
し
て
大
沼
が
有
り
、
き
れ

い
な
蓮
の
花
が
咲
き
、
魚
釣
り
、
レ
ン
コ
ン

の
収
穫
、
冬
は
ソ
リ
や
下
駄
ス
ケ
ー
ト
と
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
憩
い
の
場
所
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
沼
地
も
ほ
場

に
開
拓
さ
れ
、
ま
た
工
場
誘
致
の
敷
地
と
し

て
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
敷
地
の
一
部
は

宅
地
に
供
さ
れ
、
現
国
道
七
号
線
沿
い
か
ら

幅
広
い
住
宅
地
と
な
り
、
現
在
は
一
四
六
戸

と
世
帯
が
増
え
ま
し
た
。
若
い
家
族
や
子
ど

も
の
姿
も
見
ら
れ
町
内
が
明
る
く
な
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

町
内
事
業
は
各
種
団
体
の
協
力
で
活
発
に

活
動
し
て
お
り
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
老
ク
や
婦
人
会
よ
り
沿
道
の
花
だ

ん
作
り
、
年
三
回
の
缶
・
ご
み
拾
い
、
子
供

会
で
は
五
月
五
日
の
子
供
お
み
こ
し
、七
夕
、

大
晦
日
に
は
な
ま
は
げ
行
事
の
町
内
の
家
々

ま
わ
り
な
ど
は
恒
例
の
行
事
と
な
り
、
町
内

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
三
十
三
回

を
数
え
る
運
動
会
や
、
昔
か
ら
踊
り
継
が
れ

て
き
た
盆
踊
り
は
老
若
男
女
一
同
楽
し
み
に

し
て
い
る
町
内
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

今
年
は
十
五
年
ぶ
り
に
町
民
体
育
大
会
で

総
合
優
勝
と
、町
内
沿
道
へ
の
彫
刻
の
設
置
、

新
し
い
公
民
館
の
完
成
な
ど
、
町
内
全
体
が

活
気
づ
い
て
お
り
、
町
内
会
と
し
て
心
か
ら

喜
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
町
営
住
宅
の
方
も
含
め
、
若
い
世

代
か
ら
多
数
の
町
内
行
事
へ
の
参
加
を
願
い

つ
つ
、
団
結
の
あ
る
町
内
を
め
ざ
し
て
い
き

ま
す
。（
羽
立
町
内
会
長　

小
武
海
清
煕
さ
ん
）

一
四
六
世
帯
の
活
気
と

団
結
あ
る
町
内
会
を
め
ざ
し
て


